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※修士と博士でコードが異なるため、注意！

大学院医学教育部英語科目

１．英語力の向上のため、語学のコミュニケーションスキルを示す国際標準規

格として広く認知されている CEFR（The Common European Framework

of Reference for Language）の基準に準じて英語の語学力を評価し 2単位

を認定する。

２．修士課程と博士課程の授業科目の中に選択科目として「大学院医学教育部

英語科目」を新設し、英検、GTEC/CBT, GTEC for STUDENTs, IELTS,

TEAP, TOEFL iBT, TOEFL Junior Comprehensive, 又は TOEIC/ TOEIC

S&Wの試験スコアの提出により単位を認定する

３． CEFRの基準に準じて、A水準を C1レベルとし、C水準を B1レベルと

する。以下の基準により評価する

秀： CEFR C２レベル

優： CEFR C１レベル

良： CEFR B２レベル

可： CEFR B１レベル（注）

不可：CEFR A２レベル以下

（注）CEFR B1のスコアの場合について、入学時の英語スコアより向上し

ていない場合は不可とする

４．各英語試験の CEFRの基準への換算は教授会で認められた表に基づき計算

する。

５．大学院入学後に、研究室内での英会話や英語論文での学習など、全体で 90

時間以上の英語学習をし、大学院２年次以降に受験した英語スコアについ

て評価する。
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